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1　は　じ　め　に

「フランコフォニー」というm・‖′出、1860叫こフランス大仙野苫オ不ノム・

ルクリュ（（）n由tmCRec】11㌔）に上一）て住み山された＝被明妹で同じく地肌黒

帯であるェリー＝セ・ルクリュ油1SdeIく（－C■us）は、彼女の凸書伽明

月匂grzgeH1rJ／0mどぶ（1880）の車で、この・憎をフラノス‖吾を他う㈹とそのlEl

民という意味で川いたむその後このTT某は長し、l封忘れられるか、】962年1川に

雑誌『エスプリ」l血′血に上1て忘畑か刷き＝されることに左る。さらに、

レオボルト・セクール・サンコール（セ不カル）、ハヒ7・フルキハ（チュニ

ジア）、ハマミ・ティオリ（ニシノr▼－ル）なと　人の入線乱連れフラノス語

眺帥憧包才・けるll順l射J機僕憧・糾うることを捉附した。それ以来この．．

蛙は以前はは違一）た概念で川いられるようになる。プラ／コ71二一は7ラ
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北アメリカのフランコフォニーについて（金）

ノス．】書で表記すると、舐文字が小文1′’の函れ叩九0nJPと人文了の

神α托叩ん0m乙eとなる0この　つにはその内容と範囲において若寸の違いがあ

る。山路はフランス肴吾を様々なレヘルにおいて、H常的もしくは、l′け馴勺に使

う人々、民族某日、地域、L司なとを指す言葉である。フランスl語が公用U吾もし

くは準公川語の地域・Ll沌あれは、アルソェリア、チュニンア、モロソコのよ

ぅに、フラノス語は公用語ではないがその便m人口がきわめて多いLlミ沌ある0

後考は、lフラノス、∫吾を八市する諸国の国家・政府酬脳会議＿JCo町倦remCeSdeS

c加わdI曳山Jsefdegouuememen亡sde叩αγぷ叩αmHeノm叩rSe叩α両geに

加盟する【1、懐および地方政胸の集まりを指す場合に使われる。この「首脳会議」

は1986狛こフラノスのヘルサイユで第一l‖l会議（41ヵ国参加）が開かれ、翌年

の第＿回会議（ケへック市）以降、Ij．抑開催となった。2001年の第ノLl■11会議は

1年延期され、2002年10月にレハノンのへイルートで開催された。現在、55の

甘家および地域政府が「首脳会議lに加入しており、そのなかにはポーランド、

ァルメ二7、7ルカリアなとフランス語の偵川人口が極めて少ない国も含まて

いるU

北アメリカとは、地f鮒」概念としてはカナタ、アメリカ、メキソコ、カリフ

謝1托とを含むか、本稿ではカナタ連邦とアメリカ会衆l郎）地域に1眼一つた概念

として用い、言許を中心にフランコフォニーについて考察する。

2．カナダ連邦のフランコフォニー

21　二言語主義国家の成立とフランス語

1763年の「パリ条約」によって、フランスの植上く地であったニューフラ／ス

を攫目したイギリスは、フラノス系†民連（推定60，000人）に糾うる【U】化政策

を試みた。しかし、彼らは「1らの†．㌻仰、言語、文化イム続をかたくなに守り、イ

ギリス友西山こ抵抗し続〃たため、イギリスによるL・J川二政策は結局失敗に帰した。

1774坪、フランス系作民の†。仰、言語、文化と†ム続的な政治およびは秩序なと

を認める「ヶヘノク汰lが制定した。∴翌年から始まったアメリカ独、埠命は、

（）8－－



北アメリカのフランコフォニーについて（企）

その後のカナダ建国史に人きなお轡を及はすJll畑であ「た。1時、ケへノク

は革命側に組みしなか「たため、ニューイノクラノトから屑虫立派の人々が人

草ケへノクに流入Jるようになった0彼らは㌫教、∴詔、文化なとの違いから

ケへソクの諸制皮卜に入ることを望まず、フランス系仔民の住む地域から遠く

離れたアメリカとの馴近くに居圧した0そ〃）結果、プラ／ス系圧罠とイ半。

ス系住民間の姉柏次第に大きくなり、イギリスは相反Rする両コミュニティ“

を切り離し分割統治を行うため、1791叫二「カナタは」仁宥・ぶ条例）を制定し

た0これによりケへソクはオタワJrlを境肘にして　つに分割され、フランス系

住民が居住する東の地域はロワーカナタ、イギリス系の人々州†－i＿する西の地

域は7ソパーカナタとなった0184叩、連合臼、l（Aぐted・tlnlnn）の制掛こよ

り、ロワーカナダとアノパーカナクは巾ひ統合され、それそれ「カナク西郡」、

「カナダ東帆と呼称されるようになった。連合、∫州、カナタ東部の人口は630，

000人で、そのうちはとんとがフラノス系で、カナタl相の人IJ46°，000人の人

多数がイギリス系であ一）た。

統合の動きは他の地域にも止、か月、1鋸6隼1（用、イギリス紬」ヒアメリカの5

植民地代表がケへノクに集まり∴コノフェチレーノヨンの基礎となる72ヶ条

を決議採択した07∪リ／ス・工トワートとニューファンラントの2議会は、

「ケへノク決議」を検討し辿仙こ参加しないことを決定した。辿邦をR指す：∃

植民地の代表運は、186師ロント／で本同政府と交渉を寺」った。その結果、

「ケへソク独裁」がH7ヶ条のrイギリス削ヒーアメリカ机としてイギリス議会

を通過した。

翌年71日臼、「イギリス紬」ヒアメリ和弘」が発効し、カナダ、ニューフラ

ンスウィ′ク、ノウ′スコノアに上る連用（Conf紬dr。Itlnn）か創、ンされると

剛寺に、カナタH治制〔l）omlnlO■日）fCanada）が成立した〔）カナタ史ではイ

ギリス系とフランス系のカナダ人を「建国の　民族」と呼んでいる。連邦捌け

、1昭、総人11の61％をイギリス系がL㌧め、フラノス系はニi1％であ「｝㌔このl■－。

民族以外にも多くの1王族力神川しており、トイツ系は総人し1の6％を．■．めてい

た0カナク辿釦寺に比へ、連用卜においてはフランス系住民の比率力槽しく低

くなっていたDフラノス系カナク人の山′梓がイギリス系に比へ■1かったにも

－（）〔）－
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かかわらず、フランス系人11の比率は低卜し続けた。総人tlにLしめるフランス

系人Ilは、1881的こは300％、そして1931狛こは282％と減少している0その

1な原t人はして、次のようなことが考えられる01）ケへソクからのn衆国へ

の人「】流山、すなわちフランス系人11の謝【1、2）カナタIJ咽への外国移民の

流人、すなわち非プラ／ス語系人口の増加なとである。過去30年問、フランス

語を母語とうる人川ま増加している0199叶の人川ま、1971年に比へ16％増え

ているr）一方、カナタ総人rlに占めるフランス語系人l」の比率は、195岬以降

依然として代卜搬伸二あり、29％から1996年には24％以卜となり5ポイント以

l減少している。・〉これはこの期「抑こ外匹1移民（その殆とが非公用語系）が増

加し、彼らの人多数が英。チ沌使川言語として選択するためである。1996年に実

施されたll糊調釦こよると、カナクの古語別人‖構成は次の通りである〔）

a・母語による人口構成

1）失語1，689ノノ人（592％）　2）プラ／ス語　664力人（233％）

3）非公川語　459力人（161％）　4）その他　4077人（14％）

b．家庭で使っている言語による人口構成

日失語1，903万人（667％）　2）フランス語　636力人（22：う％）

3）」†公用はテ　2567了人（897％）　4）その他　58力人（203％）

」u在、辿邦政府は英語とフランス語を共に公用語と定め、一言洲川1－⊥義政

策を採っている。一ノノ、辿邦を構成する馴州および準州は、連邦政府の言語政

策には束縛されず、独自の言語政策を採っている。

2．2　連邦レベル

「ィキリス領」ヒアメリカは」は、「198押：・立法」が制定されるまで、カナタ

連邦の諸法のうち最も重要なものであった。その第122集は「英語とフランス

語は、ン法、．－肱の領域において同等の地位にあるlと規定している。この条項

にも関わらず、フラノス語は長い間漣fl川法と連邦l・】法おいて失語と「【1澤の地

位にはなかった。連邦議会においてケへノク州選出議昌運は、英語系議Hがフ

ランス語を解さないため、プラ／ス．．7号ではなく英語を使わなければならず、法

70－－
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実も英語で討議作成され、フランス語に翻訳されるに退きなか一Jた。

1960年代に入るまで、カナク連邦政肘の二言目朝川政策は、停めて緩慢に実

施されてきた01927年に、郵便切丁が英語とフラノス離〕＿＿7】語で発行された

のに続き、19脚作には紙幣発行においても　言語楢川1義が採川された。1959

年には、卜院議会において英語とフランス湘）同時適訳か実施されるようになっ

た0しかしながら、このような一一連の施策は、部分的な一．う．語仰用l義に過き

なかった0つまり、7ラ／ス語は英謝こたいして補助的∴㍍であるという地位

にすきなかった0このようなイ叶等はフラノス系カナク人にとって屁辱的であ

り、ケへノク州を巾心としフランス系カナタ人の問でフランス語）地位小目の

ための軌求か■高まってい一）た0196経、連邦政府は「言．．7†・＿文化調査委H

会」（通称「ローラント・タントン委員会」）に、矧1、1民族、巨等の原則に張っ

いてカナタ連邦が発旭できるように、とるへき政策を提百することを要請した。

1969年7月、白山党政柚の工鼎こより「公用．．柚、」が制定され、英日缶とフラン

ス語の　討砂等しく連邦の公凧．穴と定められた。さらに、「1982年是法」の

制定により、公川浩としてのフランス語の地相は一旭確㈹上るものとなった。

2　3　ケへック州

ケへソク州の200件推定人目は712ノJ人（2001）で、干．語による人L構成は

次の通りであるロフラノス語系（57977人）、英L・た系（57ノJ人）、非公用語系お

よびその他（76ノノ人）である。ケへ′ク川人llの812％かフランス語系で占め

られており、フランス語系カブタ人の858％がこの州に州iしている。そのよ

うな事情から、ケへンク州はカナクにおける　岩淵併用主義の完全なる実施と

フランス語佃）地樟向卜のため、絶えず重要な役割を果たしてきた。

ケへソク川を文配してきた照代口和は、政党や信条は異なるが、いずれもケ

へソク●ナショナリストであったく）1944年から196時までr同家連合見」が州

政治を握っていたが、フランス語が英語とr［侍の地付を確立するための言語政

策を打ち出せなかった。しかし、1960年川の州議会選挙でンヤン．ルサーソユ

の率いるケへソク州U山党が勝利し、ケへノクのrフランス語化」か急速に進

んで行った。ノヤン・ルサー一二ノユはr我が家の1‾人」几ねかpCんpz花。－J～とい

・l
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う標語を掲げ、ケへソク州をケヘック人のものにする一連の改革をHった0こ

の改埠の目的は、ケへノク州をイギリス系カナタ人から取り戻すことであり、

後に「静かなる革命」山用加減血刑仇明画地と呼ばれるものであった0

「静かなる折命」のテーマは、1）教育をカトリック教会から切り離し、しけ

俗化を促進させること、2）㍍力会社の州営化、イへロ・ケへノクの巾編、3）

ヶヘソ州藩1掩公序の創綾なとであった。これらは、ケへソク州内部のl川本

制からの脱却Jばかりではなく、それまでイギリス系カナタ人目倒仰射出こあっ

た政治、経済、文化なとの分野でフランス系ケヘリク人か「1触」を取り涙す

ことを目指していた。「静かなる亜命」は、ブラ／ス語の擁護と地付向上にお

いて重要な出来事であった。ケへソクの人々にとってr我が家の主人」になる

ためには、もはやカトリソク数百はイ川J欠ならのではなく、フランス語濯）擁護

が最も重要な課題となった。

1969咋11月20日、ケへソク議会は「ケヘ′ク州でフラノス語を舛格させるた

めの法案（法案637コ）1エ0IpOurprOmOUUOrααngueルα乃α持eαuqUゐec

を可決した。さらに、1974年7月31UにUJ決された【公用．．吾に関する法案（7」、

案22‡プ）」ム0日〟rgαJα乃卯eq仰乙eJJeにより、7ラ／ス語がケへ′ク州の唯

一・の公用語となった。しかし、この法案のl隼在は英語系住民達の弓如、反対のた

め本‘ノ這令ならのとなり、フランス語系住民の要求を満足させることができなかっ

た。ケへック州における言語政策の決定的板操は、レへソクの率いるケヘノク

党によってもたらされた。1976年11月15日、ケへノク党が州選挙で勝利し、フ

ラノス語擁護の政策が一同弓糾ヒされるようになった。レヘソク政値がU指した

言語政策の基本は、ケへソク州においてフランス語の英語に対する優勢を法的

に確固たるものとすることであった。すなわちケへソク州の政治、繹済、教育、

文化なとすへての分野において、そしてすへての人々（英語系、非公用語系を

含む）にとって、フランス語が共通の言語であることをしけ旨していた。軍年、

レへノク政桁は「フラノス語是・草」んα（溝αredpαα叫㌢e〝α柁“Seを制定

し、フランス語がケへソク州の和実」いこ唯一の公nl．．吾となった。

丁．■
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2　4　沿海諸州

椚淘捌、lにはニューフランスウィソク、ノウァスコ／7、70リノス・エトワー

トの三つの州が含まれるっこの地域は、歴史的にアカティ（英語名アカティア）

と呼ばれていた地域にほは一致うる0アカティにフランス人が人柄し始めるの

は171紀初頭である016伸一、フランストアノリ4日は、6蛸の入植者をアカ

ティに1年間滞似せるDその後、171綱、ユトレヒト条約によりこの地域は

イギリスに割譲され「ノウァスコノア」となる01755畔、イギリスは「7カティ

アン退放令」エビCrα乃dか細聯椚e加をHL、1763年（パリ集約締結）までの

8年間に約1力人のアカティアンたちがアカティから撤制仙こ、ンち退かされる。

176岬、7カティ7ノ連は、イギリス上に忠誠を誓い、小クループに分かれて

暮らすことを条佃こし欄三の地に戻ることを許される。彼らは従来の故郷のノヴァ

スコ／アではなく、主にニューフランスウィノクを居住地として選ぶことにな

る01771年には追放地および避難地から、約2，000人のアカティアンたちが庚っ

てきた。

2001年の国勢調査に上れば、紬隠微帖こH住するフランス語系カナタ人（そ

のほとんとがアカティアン）の数は約28ノ了人で、85％以卜かニューフランスウィソ

ク州に卸している0浴場諸州に属住するフランス語系カナタ人の人lは州人

口に占める比率は卜記の通りである。7）

二ュ‾プラ／スウィック1237，00∩（33％）、ノウ7スコ／ア¶34，000（38％）、

プリノス・エトワ∴一トー5，700（43％）

沿海一三州のうら、ニュープラ／スウィック州たけが、言語併用主義政策を

採っているol刷では、1969佃こ「公用l】吾侵、几0川r Pぶ肌gkeSq〝keJks

がHJ伏され、フランスL・たが集語と鮎こ州の公用語となった。なお、2002年6月

7日、この「196師の公円許沼、」か廃‖一され、両言■■穴のさらなる、匡等的地位の

確立を目指し、新たなJ公川語法■ム0川Jr′esgαm卯だ叩仰IeJJesが州議会に

よって日日火されている。
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2　5　その他の州

2．51　オンタリオ州

フランス語を母語とする人「】は2001年には約49ノJで、州総人目にIl－める比率

は咋々減少する他車＝こある。1971年には63％であったが1991坪には49％、

1996年には45％を．1，めるに過さない。プラ／ス語系住民の同化は速い速度で

進んでおり、その結果フランス語を日常的に使用する人口は年々低卜しており、

川人口に占める率は1971的こ46％であったのか、1991年には329も、そして

1996年には29％に減少している。

プラ／ス詔系日民が最も多く貯住しているのは、ケへソク州との墳界地域で

あるオタワ地域（laReg10nd’Ottawa）で、州のフラノス語系人目の約70％

を占めている。次に多いのはトロント巾（約53，000人）で、市人Uに対する比

率は13％に過さない。

オタワ市は連邦の首都であるため、連邦政府の‾言語併用主義の原則に従い、

英語とフラノス語が公川語であった。しかし、1999年12月、オ／クリオ州の保

守党政机が、オタワ巾と周辺10市の合併を発表したため、オタワ車の古語政策

をめくり、　言語併用l義派日にフランス語系）と一．ru吾主義派（コ二に英語

系）の間で他烈な言語闘争が繰り広げられている。合併の結果、オタワ巾の人

口に占める、フランス語系市民の比率が25％から15％に低卜した。このことは、

オタワ1日の言語政策に帝大な変更をもたらすことを予測させる出来事である。

州政府はオタワ「い二　言許併用t義採川を命じることを拒んでおり、英語系の

圧ノ州休は税金の無駄使いになるとの理由で、　言語併用工義に反対し英語た

けを公川折とすることを要求している。この件に関して巾．．義会が設けた傾J寸委

員会は、　言語仰用l義を採用することを支持しているが、議会による結論は

まだ出ていない。

2　5　2　マ二トハ州

フランス語系住民の数は約48，000人（1996）で、州総人目の47％に過さな

い。マ二トハか第J】牒汁＝）州としてカナク迎佃こ加Ⅶした＼■川キ（1870）、州人
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U（25，000）の40％がフラ／ス系によ一）て占められていた。r－マ二トハに関す

る187岬法乳ん0ヱdeJg7〃純rgp肋花血わαの23集により、フランス語は事

実l、英語と八に公川‖／千と肌されていた07校は英■■た・プロテスタント系と

フランス語●カトリノク系に分かれ、l舟言語コミュニティーの共存か保障され

ていたロヨーロノバからの移即）流人により、1871咋から189岬の2昨問で州

人口は6倍に膨れlがるか、このことはフランス語系住民の人口比率を著しく

低卜させる結果とな一）た0そのため、門川がかかる分離教育に対する小藩が英

語系住民の問で増大してい←）た0州議会は貼語系イ偶のロノノに屈し、189畔8

仇公、枠校でのフラ／ス語・カトリノク教育を禁じるrマニトハ′ゝ封交法」を

制定したDこの法案制定の影響をノ受け、他の川においてもフランス語数佃、著

しく脅かされていった。

197仲、州政府はフランス語糸目民の約65％が店住するウィニペソク市を対

象とする、「ウィ二ペソク市訂、案」LD川pJα用′pde削れ叩曙を採択した。

この法剋こより、彼らは両役所なとでの日民サーヒスをフランス‖たで受られる

ようになった0現イ【一、約15のフランス‖吾系学校とフランス．．吾系単科大一丁が運′邑

されている。

州人口に占めるフランス語系の比率はは叶々減少しており、フランス語を母

‖吾とする人川と率は、1971て161％、199川一50％、19961ト47％で、l」常的に使

用する人目比率はそれそれ、40％，23％，21％である（，

3．アメリカ合衆国のフランコフォニー

アメリカ合衆【叫では、英詔が実印畑こ公＝1．語の地位にあるが、ぷ法による規

辻はない。199的二卜院は対語を公用語と定める法案を・巾ノ江たか、雄三におい

ては「表現の軸Ilトを定めた7メリか揖法に違反するとの円山で付火されてお

り、最競射l浦はこの什についてまだ骨．論を＝していない。

1980年のl玉l勢調査によれは、プラ／ス系アメリカ人は5番「1に大きいェスニソ

ククループを構成している。なおl位10のエスニソククループは次の通りであ

る。（＊）
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イギリス系（伽gllShト5，000万人、トイツ系（German）－4，900万人、アイ

ルラント系（IrlSh）－4，000万人、アフリカ系（Afro¶AmerlCan）r2，100万人、

フランス系（French）－1，3007才人、イタリア系（Itallanト1，000万人、スコッ

トランド系（ScotlSh）－1，000万人、ポーラント系（PollSh）－800万人、メキ

ソコ系（MexICan）－800万人l）

フランス系の殆とがカナク（ケヘソク、アカティ）からの移民である。プラ

／スからの移民はきわめて少なく、1820年から1970年までの移民人目は約737了

人にすきない。

1990年に実施されたアメリカ合衆匝日付勢調査によれは、英語とそれ以外の言

語を話す人L」（5歳以上の話者）は31，844，979で、合衆抑こおける少数民族

占．浩のうち、フランス．．封はスペイン語に次き使用人口が多い言占吾である。フラ

ンス語使用人L］は約170万で、そのうち約122万人がフランス語をとてもうまく

（verywell）話せ、約32万人がうまく（well）話せると答えている。

アメリカ合衆し1ヨのフランス語系人口は、フランス語圏請国からの比較的新し

い移民を除くと、ルイゾアナ州のフランス語系アメリカ人、とニューインクラ

ノト諸州のフランコ・アメリカン（FrancoLAmerleanS）の　二つに分類される。

3．1　ルイジアナ州

1682年9Jl、フラ／ス領ニューフランスからミシシッピー河を卜り、アメリ

カ南部に到着したラサールは、臼らが遠征した広大な地域をルイ14世の価上と

いう意味を込めルインアナと命名する。1718年にはニューオリ／スが建設され

るが、プラ／スによるルイゾアナ統湘ま80年間に過きなかった。その後、ルイ

ノアナはイギリス、スペインなとの統治卜に入った。1800咋101」にスペイ／か

らフランスに譲渡されたルイノアナは、ボナパルトによって1803年4月30日、

1，500万トルでアメリカ合衆匝＝こ売卸された。アメリカが買収した大ルイ／ア

ナ（GrandeLoulSlane）は、現在のアメリカ会衆Lgの　二分の　を占める広大

な土地であった。当時、ルイノアナの人目は76，000人に達し、そのはとんとか

フラノス語系であった。181年4月、ルインアナは合衆国18番目の州となり、

その後ルインアナ購入地から、オクラホマ、ミスーリ、コロラド、ミノシッピー
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なと南西部の・捌卜砂生まれている⊂〉現れルイノアナ州の人目は446ガ（2000

年）に達し、その約25％にあたる110力人が＝分達をフランス系であると見な

しており、その人多数かアカティアナ（Acadlana）と呼ばれる地域に剛－し

ている0199時の国勢調査において、5歳以卜〃）人■－（388力人）のうち約26

万人が、家庭で使う工婁コ語としてプラ／ス日代をあげている。フラン和語系の

人々は、歴史的視点から次の4つに分類することかできる。

（1）力／ヤン（ケイノアン）Cαdェem（仏），C（り〃那（失）

1755年の「アカティ‾アン追放別により、ノウァスコノアから追放されたア

カティアンの戸係凪1764年、甜ノJの4家族がニューインクラ／卜を縄目lして

ルイシアナに到着して以来、1788年までに多くのアカティ7ノ蓬が避難地から

安日の地を求めこの地にやってくる01768年までに1，000人を越えるアカティ

アノ達が到着し、178年には7ラ／スに避難していた44喉放（約1，600人）が、

ナントから出航したL隻の船でルイノアナに到持した。ルイノアナに移目した

アカティアノ達の数は、約5・000人と推定される01990年の国勢調点によると、

合矧郵こは60万人に及ぶアカティアノの－r係漣がいるれそのうちの約70％が

ルイ／アナ州に州iしている。

（2）クレオルCr∂0ks

18世紀、19lL胤にプラ／ス、スペインからルインアナに移民し、ルイノアナ

で生まれた自人たちし）これらの人の■1■には、フランス世命や、サノト・トミン

コ（現／fのハイチ）U）トゥサン阜命（larevolutlOndeToussalnt）を逃れて

きた白人達も含まれている0かれらは、一冊明りレインアナでエリー川を構成し

ていたが、現在クレオルのト孫は皆無である。

（3）黒人∧bLrS、ムラート　ルれ上はrpパ

171吋から173駒の剛こ、JL－アフリカ、アノコラから約7，000人のアフリカ

人がルイノアナに奴隷として強制虻桁されてきた。172作、彼らはルイノアナ

人「1の約50％をtしめていた0彼らU）孫伽よひムラ【卜的人との混血）は、
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ヨ一口ソパ系の白人クレオルと区別され、「f］▲色クレオル」と呼ばれた。）現れ

ルイノアナでは、フランス語系黒人は期こ「クレオル」と呼ばれ、他のアフリ

カ系の人々と区別される。

（d）インディアン月椚か加点ぬ閻

ルイノアナに†1んでいる肘†民でいくつかの部族に分かれている。現在その

数は約15，000人である。それらの部族のうちチティマチャ族C旭とmαrんα、ウ

マ族肋“mαなとの部族はケイノヤン連との接触を通じて、プラ／ス語系にI・董

するようになった。

ルイノアナのフランス．ir†の変相は次の二つに分規することができる。

a　コロニアル・フランス語（lehan甲ISC0lonlal）、ルイノアナ■フラノス

浩（1elran甲1SStandardloulSlanalS）

1にニューオリンス、ミ／シソピー川流域のブランチーノヨンでクレオル蓮

が使っていた7ラ／ス語で、かつては「古いクレオルフランス日計」lev】euX

fT・anSalSCr80leと呼ほれていた0このフランス・T汗の変樺は＃き言葉を持って

おり、詳言柴には1くJこ梢が存／1していた。クレオル連の子孫が皆無の現在、コ

ロニアル・フランス言吾の話首はおらず、ルイノアナ・フランス語に取って代わ

られたr）ルインアナ・フランス語は国際フランス語（Ie rran甲Sllnterna－

tl。nal）に比へさはと大きな違いはないが、ルイソアナ特有の発音と‖吾藁、表

現なとによ－）て特徴つけられている。

b　アカティア／・フラノス語（1efranGalSaCadlen）

カノヤノ（lecad．en）という黒目缶を持つこの変種は、話し言葉であり書き

言葉としては川いられない。この変種は二つのフランス語変種のうち、最も岨

広くて7われている。）カノヤンはかりではなく、黒人やインティアン蓮もこのフ

ランスUf律）変相を使っている。先に瓜こ述へた歴史的御伽、ら、カナ外椚海州

でイJわれているアカティアン・フランス語に人変にている。
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C　ルイノアナ・クレオル．∫／HLPCrdnlel。UISlarl。．S）

西イント諸摘（ハイチ、マルチこノク）のクレオル語と八適する特徴が多く

見られる0日者は工に黒人であるが、ルイノアナ川向軋櫛こサ／・マルタノ

ウィール（Salnt－MaIltH1Vll】e）のカノ十ノ通もこの．．葉引吏つている。

199畔にrコトフィル」Cod所～が割也した調釦こよれば、h足のプラ／ス

言値梢の使用比刺烏、アカティアン・フランス言．′1－舗％、ルイノア十・フラン

ス語－33％、ルイノアナ・クレオルU・′1－－9％となっている。ルイノアナ川での

ブラ／ス∪作の衰退は191什紀後、帽から貯まった0180師のrルイノアナ刷り

後も、フランス語柚Hlき続き事実－の公用語であノ凍。州・旭付はフランス語

による7」、案を可決し、州政腑烏フランスり・′千で公文■㌧を公布し続けた。しかし、

1864申こ、軋㍍が名実八に州の公川‖′ナとなると、フランス語が急速に衰退する

ようになったn192岬、一1Jご校でのフランス語教佃、丹比され、193昨代にはカ

トリノク教会においても、次第にフラノス㍍カⅧ＝玲され失語が使われるように

なった0フラノス・1／沌脚つ巻くこのよう請扶況皿、プラ／ス．．た系住民の英語へ

の言語取り習え（transfetl＝lgulStlqtlP）を促進する・釧となった。，そ0）結架、

フランス語とその折変種は第1次阿井大戦後、ルイノアナ州において完令に少

数派言語とな←，た。

1960年代に入り、フランス冊刑を目指す一一連の出来車か、フランス．．た系連

邦議会議員／ェームス・トマノン十一（tJames∫）omengeaux）によってか照一

備されていくU彼の半■リノ耶Jm動により、19糾、フランス．．侶乃再興とその発展

に大きな㍊轡を及はす一連の′案が、州U義会山裾こおいて令会　致で可決され

たu f一読も蜃要な汰′梨は「ルイノアナにおけるフランスHJ溌屁のための委n会の

日貨、ンにl淵する法案」上りま∂∠加gzSべα作目PCの那PZgJJOu′Jed如わ♪pemem日比

かm画石肌玩血壷湘亘廿勅W几）である。この委1会は、まずルイノアナ

におけるフランス語教否を甥働止、次にフランス系の言語・文化朗を附虹、

さらにフランスuJ個を梢成する梢々な国際機勘こ加入することを日焼としてい

る。

l記の法案以外に、rルイノアナにおけるフラノス■■吾テレヒに馴－る法案」
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エ0エSUrJdJ∂拗S！0乃♪Ⅵ叩エSee几ムou乙Sエα眠、「ルイソアナにおけるフランス

語教育に快する学校法」上0エぶCOαげe SUrJmSe曙neme花とdu♪Ⅶ乃αほe柁

ん。MSエα〝eなとのは案が1可r来された。現在、「コトフィル」はルイノアナ州で

のフランス語再興とフランス系文化遺産維持のため、重要な役割を果たしてい

る。それにもかかわらず、フランス語使用人l］は年々減少うる傾向にある0

3　2　ニュー・イングランド諸州

191日瀧一博から約90年の比較的短い側聞に、ニューインクラント（およひ二ュ‾

ヨーク州）に移住したフランス語系カナダ人の了孫連は「フランコ・アメリカ

／」（LesFranco－Am6rlCalnS）と呼ばれ、他のフランス語系アメリカ人とは

区別される。この鞘吾は1890年代末娘から、ケヘックのエリート旭によってあ

る種の蔑称として使われはじめ、1920年代に現在の意味として広く用いられよ

うになった。フランコ・アメリカンは、一部アカティアン速も含まれるが、そ

の殆とがケへソクからの移住者およびその子孫連である。1840年から1930咋の

問に、約900，000人のフランス系カナタ人がケへノクから二二L・」‾●インクラノ

ト六州（コネチカット、メイン、マサチューセソツ、ニューハ／7ウノヤ‾、ロ‾

トアイラント、ウァーモント）に移イiした。）移住が始まった当初、ケへソク

州に隣接するウァーモノト川とメイン川が主要な移住地であり、彼らはそこで

山林伐採労働や農業労働に従事していた。1850年、ウァーモント州におけるフ

ランス系カナダ人の数は12，070人であった。これは、【1時ニューイノクラノトに

偶作していたフランス系カナタ人の62％に相比、する（衷1）■’。

186岬以降、フラ／ス系カナタ人の移住先はケへノク州との隣接地域（lH林、

農村地域）からニューインクランド南部の都市部へと代わっていく。これは1

時ケへノクとニュークラントを結ぶ鉄道が発達し移動が各掛こなったことや、

ニューイ／クラ／卜南都の繊維産業がJl踊脚勺に発展したことと関連している。

ケへソクからの移民は、農業労働やIll林伐採労働の季節労働から、上り安定

し収入の多い繊維購業に従事することになり、マサチューセソツ川がその半分

以lを受け入れた。一方、ウァーモント州への移民の数は、1870年頃から激減

するようになった（表2）い。
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衰1ニューイングラントにおけるフランス系カナダ人の分布（1840年～1860年）
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186岬L白まで〟凋圧は　＝…刷怖射出、ケヘノ　移槻蓬は一定の収入を

御こ後、家族のいるケへ′クに仙川び罠業をおこなJた。）しかし、1椚Ofl以

陣、都巾のL場労働（繊維座業）に糾することになると、彼らは束肪逐呼び

表2　ニューインクランドへのフランス系カナダ人の移住分布
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北アメ■川のプラ／コフォニーについて（金）

・奇せ次師こ定住するようになっていったDケへソクからニューイノクラントへ

α）人l雌Hlは急速に増加し、1900佃こは、ニューイ／クラント人口の10％（約

58力人）がケへソクからの移民によって・l－められていた〇二1時、ケへソクのフ

ランス兵力十ク人の人目が130万人であったので、フランス系カナダ恒）▲分

の　かこJL一一インクランドには住していたことになる0フラノス系カナタ人の

定日人Uが増加するのに伴い、至るところに「小カナダ」が／巨まれたU彼らは

ヵトリノク教はこけ加lSh）ことにや校を建設し独日のコミュニティーを形成

してい一）た。カトリノ州，仰、フランスHJ‡教育は、被らのアイ子／ティティを

囲JJ司るための最も重要烏よりところであった。1912年には、フラン∵コ●7メ

1川／通の′7校123校あり、57，743人の牛徒が一字んでいた01937f「には、刊交

と′仁従の数はそれそれ、189校と約9（川00人に増えていたU二ュ‾インクラン

ト。帯川U）rJ、律はフランス語たけでの孜f沌認めていなか一）たnそのため、教区

の払、ナノユ∫校では、宗教、フランス語文は、ケへソクの惟史なとはプラ／ス浩で

教えられ、牧7、地理、姑沼文法、米国史なとは英語で授乳叫」われた口1941）

11代に入り、アメリカ合衆国で起きた経済、社会、文化の諸分野でぴ）変化と、

合衆l上†の昔日出目押入戦への参・戦は、フラノコ・アメリカン社会に人きな変動

をもたらした。フラノコ・アメリカノ連はそれまで叫上潮的他州観を捨て、次

制こアメリカ社会主流に同化していったr－フランコ・7メrJカンの力トリノク

■小祭励まフランス1，．71ではなく芙∪／†でミサを執り子」うようになり、教区乍校での

フラノス．．吾教伸よその唾射′l＿が苦しく減少し、J語としてではなく外国語とし

て教えられるようにな一）た。

第　次次臣堺大戦後、ニューインクラントでのフランス∪翫・柑人Ilは人帖に減

少し、大多数山フランコ・アメリカ／にとノノてフランス言・／lはもはや陣浩ではな

い（）しかし、自分たちのルーツの誹であるフランス語に愛着を抱く人達の数は

′火して′レなくない。フランス．．門と力トリソクは依然としてフラノコ・アメリカ

／文化の重要な要蓑である。
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」ヒアメリカのフランコフォ二1について（侶

4　終わ　り　に

2001榊）」ヒアメリれ）抑定人川ま目礼250い＼で・・、、そのうちフラノス系

の人川ま約2・000力人と推定される。フランス出田川人目は約75日ノノ人で北ア

メリカ総人Ilの22％を占めるに過さない0本稿で考察したように、カナタと

アメリカ合衆国ではフランコフォニーの存続問題が異な←）て提起されている。

「・刷こおいてもそれそれの州、地域によ一1てプラ／コフォニー〟規税が異なっ

カナタのケへ′ク川では7ラ／スU騨多数派言語であ。、州郎ナの．拙攻策

が功を奏し、フラノス‖吾使川人目の減少は見られない0カナタ連邦政府の一言

語多文化工義政制こよ。、その他の川でもフランス∪吾は一一定の隠控を熟ナてい

るが、フランス六・1から某日JYへの・川偶を揉えを∫う人目カ明的‖する傾向にある。

一方、多くの少数tu族か共存する合榊においては、文化の多様性が少数民放

言語を机種的に胤射る［り棚卸こ結ひついてはいない。そ（ノ上ため、ルイノア

ナ州のケイノヤンをはしめと－4－るフランス・語系コミュニティーやニューインク

ラントのフラノコ・アメリカン社会では、フランス語仙川人【1の減少かさらに

深刻な問題として捉起されている0フランス系カ‥入り用卜一ツは17Lu紀のフ

ランスからの移民である〔）一人ルイノアナ州のケインl′ノ通とニューインク

ラントのフランコ・アメリカンのルーツはケへノクと7カティにある。カナダ

とアメリか合利和こ存続するフランコフォニー・コミュこナィーは、封、適のルー

ソと言語、仁、統文化なとを継承しっっ、それぞれ独⊥1のアイデンティティを形

成してきた。

アンクロ・サクソン文化をi流とする北－アメリカにおいて、フランコフォ二【

の存続は、以腑こまして難い川吊題として1昆起されている。佃二、．「．州題を

偶人の問題と捉え、‥ほに上る十捗を排除するアメリカ合衆Mにおいては、フ

ランコフォニーの未来は決して楽観できない0今後、多文化1義と多【て詐t義

の関連の巾で、北アメ川でJ）フラノコフォニーについて研究をさらに深めて

いく必要がある上ノ山われる。

、



北アメリカのフランコフォニ【について（金）

注

目『概説カナタ史』p70

2）5柚民地とは、カナタ、ノウ7スコノア、ニューフランスウィノク、7リ

ノス．エトワート、ニューファ／ラントを指す。

：日モントリオールOjE川祇LeQuotl。len（・・Ur版）2002利＝126日の・・拙

Sと地鳥叫u（ノSd如ogrdp的〟が参軋

1）フラノス．，軒を‖雷1とする人l」から算帖⊃

5）7－たp什pWわイ1mαd乙αn帥rェねgemルビ比】加gJα几dp2

5）rトイン系」にはオースト・げ、スイスなとのトイノU／榔網、lフラノス系」

にはフランス‖酎乳訴因（フランス、カナタ、ヘルキーなと）が含まれるo

G）7－んp什仰ぐんイブα乃αd乙α托ガer血gelmAkM助だ加d－）4

7）Rohy，Yves，《LesFranco－Am6rlCalnSdelaNouvcllcr＾nglcterrc》，p18

H）R（）by，Yves，《LesFranco－Am6rlCalnSdelaNouvclle－AngleLerre》，一）47

9）アjりカ合衆頼†0）2000年人L」は2億諷140力人（USACensusTiureau，Statp

and（二ountyQulCkFacts）爪1′版）、カナクの200件珊定人川ま3，116力

人（2002咋91」26日付ムeQuo土工dェen′LL川又）であるU
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